
水耕大豆プロジェクト～水耕栽培大豆のシステム開発～
【背景】大豆は日本の食文化に欠かせない食材（味噌,醤油,豆腐,納豆など)

国内自給率は 6〜7％ 程度（2050年には〜1％ 程度の可能性も）
背景

大豆

世界タンパク危機
（プロテインクライシス）

2050年以降 世界人口100億人突破
(現在 80億人)

国内自給率の 0.5％しか有機栽培され
ていない(日本の風土や環境の悪化)
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【目的】国内自給率と徳島県産大豆の収穫量 向上

【目標】水耕栽培による次世代型大豆栽培システムの確立

独自の水耕栽培システム (３つの技術）

1) 植物由来の抽出液

2) 肥料及びミネラル分析

3) LEDパルス

目的
目標

水耕大豆プロジェクト～水耕栽培大豆のシステム開発～

成果



私たちの水耕栽培技術

（栄 養 成 長）

（徳島文理大学提供）



私たちの水耕栽培技術

（生 殖 成 長）

（徳島文理大学提供）



私たちの水耕栽培技術

（登 熟 工 程）

（徳島文理大学提供）
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【目的】国内自給率と徳島県産大豆の収穫量 向上

【目標】水耕栽培による次世代型大豆栽培システムの確立

独自の水耕栽培システム (３つの技術）

1) 植物由来の抽出液

2) 肥料及びミネラル分析

3) LEDパルス

目的
目標

水耕大豆プロジェクト～水耕栽培大豆のシステム開発～

成果

３ヶ月
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県の豊かな水資源を活用することで、県特産品となる新たな水耕大豆や加工品を
開発し、国内および県農林水産事業の発展と成長産業化に貢献したい。
（取組概要）

最終目標

最適化

・肥料原料サンプル
・候補地の探索

・大豆加工品の試作

・水耕大豆の性状検査、
アミノ酸分析、官能検査

・大豆加工品の試作
株式会社e 環境

徳島文理大学
(チームリーダー)

徳島文理大学短期大学部

量産化

生産 （栽培条件）

・栽培システムの開発

マルコメ株式会社

徳島県

加工（商品化） 流通・販売

・肥料開発

・加工会社等の仲介

徳島県

マルコメ株式会社 波及効果

国産品
自給率の向上

県特産品


